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九州新幹線全線開業への思い

九州旅客鉄道㈱鹿児島支社

取締役支社長 宮崎 正純 

3月 12日､九州新幹線鹿児島ルー トが全線開業 しま した｡昭和 48年､全国新幹線鉄道

整備法に基づ く整備計画の決定及び建設の指示がなされてか ら約 38年の歳月を経てやっと

この日を迎えることができました｡

開業前 日､東 日本を襲った巨大地震により甚大な被害が発生するなか､九州新幹線が無事

開業 し定時刻に運行できたことに関 し､鹿児島県をはじめプロジェク トに関わった皆様のご

尽力に､あらためて敬意 と感謝の意を表 したいと思います｡

開業イベン トや出発セ レモニーについては中止することにな りま したが､無事に出発でき

たことに安心するとともに九州､西 日本の新交流時代が幕開けしたとの思いでした｡

九州新幹線にとって厳 しい船出とな りましたが､苦難があって､今後大きく成長するもの

と期待 しています｡

開業当 .B､新大阪からの直通列車 ｢みずほ 601号｣を迎えた時には､やっと大阪 との相
互直通できるこの日が来たとの思いで本当に何事にも代え難い感激でした｡これから､関西

との火交流がはじまるものと確信 した次第です｡

開業から 2ケ月が経ち､新大阪との直通列車 ｢みずほ｣ ｢さくら｣については多くのお客

様にご利用 して頂いていますが､開業にあわせ運行を開始 した指宿特急 ｢指宿のたまて箱 

(いぶたま)｣についてもご好評を頂いてお ります｡長崎鼻に伝わる竜宮伝説か ら命名 した

観光列車であり､木をふんだんに使い､ゆった りとした車内に仕上げています｡

当社 としましては､南九州エ リアに他の JRにないオンリーワンの観光列車 ｢SL人吉｣

｢いさぶろう･しんぺい｣ ｢はや との風｣ ｢海草 ･山幸｣､そ して ｢指宿のたまて箱 (いぶ

たま)｣を運行することにより､ ｢南九州はおもしろい､南九州に行ってみたい｣とい う話

題づ くりに積極的に取 り組んでいますが､多くの方々が九州内を訪れ､そ して南九州 との交

流が活発化されることに期待 しています｡

鹿児島には､ ｢自然｣ ｢食｣ ｢焼酎｣ ｢温泉 (スパ)｣そ して ｢シ ョッピング｣とい う 5
 
Sが充実 してお り､来県されたお客様に十分満足して頂けるものと思っています｡

地域の皆様 と一緒になって､部分開業時以上のおもてな しの心で多 くのお客様をお迎 え

し､九州新幹線の効果を最大化 したいと思っています｡

最後になりま したが､被災された方々の一 日も早い復興を願 うとともに九州新幹線が沿線

地域の皆さまに､また､全国各地か ら南九州を訪れるお客様に末永 く愛 され､地域発展のお

役に立てることを願っています｡
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理 事 長 就 任 の 御 挨 拶

財団法人 かごしま産業支援センター

理 事 長 西 山 芳 久

この度､平成 22年度第 2回理事会におきまして､理事の皆様の互選によりまして､

財団理事長を拝命いたしました西山でございます｡

理事長就任にあたりまして､改めてその重責を痛感 し､身の引き締まる思いでありま

す｡誠に微力ではございますが､本県商工業の振興と当センターの運営に努力 して参 り

たいと考えておりますので､皆様方の御指導･御支援を賜りますようよろしくお願い申し

上げます｡

当センターは平成 12年の発足以来､県内中小企業の皆様の種々･多様なニーズに対応

する総合的支援機関として､新事業創出､研究開発､資金対策､マーケテイング等に対

するワンス トップサービス体制を整備 し､企業等の多様なニーズ ･相談に的確に対応す

るとともに､各事業の執行に全力で取り組んでいるところでございます｡

さて､現下の県内経済の動向は､今春の新幹線の全線開業にもかかわらず､大震災に

よる生産資材の供給制約やイベン ト等の自粛､新燃岳噴火による観光分野-の打撃など

が重なったことで､全体として厳 しい状況にありますが､各方面で､新たに事業を興 し

たい､成長可能性の高い分野に事業を拡張したいとい う意欲は､相当なものがあ りま

す｡

当センターには､コーディネーターやア ドバイザーなど皆様方の御相談に応 じる専門

的な立場の方を配置するとともに､産 ･学 ･官の連携体制も整備 しており､経営指導の

あり方や研究開発助成 ･融資のあり方など支援制度も､皆様方の御要望にあわせ年々充

実してきてお ります｡今年度は新たに､海外展開を図ろうとする県内中小企業の販路拡

大を支援する ｢製造業海外販路開拓支援事業｣や ｢口蹄疫対策地域活性化基金｣を活用

した地域経済の活性化支援事業に取り組んで参 ります｡

今後 とも､当センターを御活用いただきますようお願い申し上げまして､就任に当

たっての御挨拶とさせていただきます｡ 
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.i=･II三至草葉---:::-茸 :--二 ~_i1----II
f:::,--- _･; 1華 牽 三 t:

事 業 名 事 業 内 容 事 業期間 助成率 助成額

① 起業家支援事 業展聞及び研究開発､試作品開発､販路開拓等を図るために要す
対象経費の 300以内 年地域資源活用 地域資源を活用し､起業を目指す個人等に対して､起業に向けた事 2以内年度 2/3以内 万円/

莱 る経費の一部を助成する

ま､鹿児島県内における農商工連携の促進に資する取組に対して

経費の一部を助成する


② 地域資源活出支援事業芸濃 完芸 .I地域資源を活用して事業化を行おうとする中小企業者等､苦しく 2年度 対象経費の/以内 万円/以内 23
 300以内 年

③ 雲…芸雲量調 新分野､新市場へ 参入､研究開発実施に係る事前調査及び製品 単年度 対象経費の/以内 0以内3万円企画に要する経費のの一部を助成する 23


④ 聖霊芸雲芸調 製品の新市場開拓を図るため実施する展示会-の出展及び展示 単年度 対象経費の 30万円以内 

用途での事業化に係る調査､調査結果を踏まえた展示会への出展
⑤ 聖霊芸望芸調 以前開発し､本格的な事業化に至っていない技術.製品に対し､新 単年度 対象経費の/以内 150万円以内23


等に要する経費の一部を助成する 

復に向け､次のような支援制度を実施する 

(1ア 共生.プレミアム付き地域商品券発行事業元気づくりイベント事業 等支援事業ウ)地域再生.協働型の商店街活性化事業イ 大規模イベント 単年度 ア .イ/102
ウ 8/1以以内内 イ 12 万万万円円円以以以内内内アウ 50000003


⑥ 完警護記≡芸 口蹄疫発生のため大きな影響を受けた本県地域経済の速やかな回

(2イ 商品PR. 黒豚販路開拓事業輸出等)鹿児島黒牛.ア 市場開拓調査テスト /12
単年度 イア 8/10以以内内 イ 1 万万円円以以内内ア 50000


(3)観光活性化対策事業 単年度 2/3以内 100万円以内

なアドバイスを実施する 
(1)セミナー等の開催

莱⑦ 路開拓支援事製造業海外版 県内中小製造業のアジア新興地域展開-の気運の強成を図るため､セミナ-の開催や専門家派遣により具体的

【対象】(D 起業 を目指す個人等 ② 県内中小企業者､若 しくは､中小企業者 と農林漁業者 との連携体

③ ～⑤ 県内中小企業 

⑥ (1)市町村､商工会等 (つは市町村のみ) (2)本県産食肉 (牛肉･豚肉)の販路拡大に取 り組む企業等 

(3)観光か ごしま大キャンペー ン推進協議会及び観光協会､NPO等 

⑦ (1)海外販路開拓 を目指す県内中小企業 (製造業) (2)海外展開に具体的に取 り組む企業

お問い合わせ先

財団法人か ごしま産業支援セ ンター

〒892-0821鹿児島市名山町 9-1 URL http://www.kricor.jp
①～⑥ 新産業育成課 TEL:099-219-1272 E-ma=:ikusei@pokricor.｣p 
⑦ ビジネス支援課 TEL:099-219-1274 E-mai一:business@pokric.orJp
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い
と
考
え
て
い

ま
す
｡

美
術
館

の
母
体
で
あ
る
長
島
企
業
グ

ル
ー
プ
の
社
是
は
､

｢人
を
愛
し
｣

｢物

を
愛
し
｣

｢仕
事
を
愛
し
よ
う
｣
で
す
｡

平
易
な
言
葉
で
す
が
奥
が
深
く
､
本
当
に

実
行
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で

す
｡で

も
､
い
つ
で
も
お
客
様
､
作
品
､
庭

園
の
植
物
そ
の
他
の
全
て
の
物
に
接
す
る

と
き
に
こ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
-
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
｡

ニ

ユ 

も

ご

用

意

し

て

い
ま

す 
O

11

テ
ィ
ー
も
行
な
わ
れ
ご
好
評
い
た
だ
い
て 1
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畠●′JSlO-t~
メ̂I'O･･･>=......,,---...
さまリ･急J一-ttu--r.
一lJJ..

'LLT?･【ー･7P･Lト≡ u---●つ-

■JkL,;

JIH11, -___
[l■■レシdE●事■■,= _____.....
"･･'t

i
41111
二二-

可y 
_

ベ

ン
チ
ャ
ープ
ラ
ザ

第

冨

ベ
ン
手緩

鹿
児
島 

発
表
内
容

へ
企
業
紹
介 
)

当
社
は
､
主
に
公
共
工
事
を
受
注
す
る

全
国
の
建
設
業
企
業
向
け
に
､

｢受
注
戦

略
支
援
と 
I
T
化
支
援
に
よ
る
業
務
効

率
化
の
支
援
｣
を
行
っ
て
お
り
ま
す
｡ 

(商
品
開
発
の
き
っ
か
け
)

-

数
多
く

の
建
設
業

の
受
注
支
援
を

行

っ
て
い
く
中
で
､

｢工
事
成
績
｣
と

い
う
公
共
工
事
を
受
注
す
る
建
設
業
独

特

の
評
価
方
式

に
対
す

る
意
識
が
高

ま

っ
た
た
め
､
工
事
成
績
の
目
標
を
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
日
本
全
国
探
し
ま

し
た
が
見
当
た
ら
ず
､
開
発
に
至
り
ま

し
た
｡ 

(
商
品
の
特
徴 
)

現
場
技
術
者
の
業
務
は
､

一
般
に
｢品

質
管
理
｣
｢原
価
管
理
｣
｢
工
程
管
理
｣
｢安

全
管
理
｣
｢
環
境
管
理
｣
と
言
わ
れ
ま
す

6-

が
､
こ
の
工
事
成
績
評
定
に
は
｢原
価
管

20

理
｣
以
外
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
事
か


ら
､
工
事
成
績
評
定
を
ベ
ー
ス
と
し
た
マ


ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
が
築
け
れ
ば
､
技
術
力


の
高
い
建
設
会
社
に
よ
っ
て
､
よ
り
良
質


な
社
会
資
本
を
整
備
で
き
る
事
が
期
待


さ
れ
ま
す
｡


そ
の
よ
う
な
な
か
､
工
事
の
実
行
予
算

管
理
や
原
価
管
理
な
ど
､
利
益
に
対
す
る

目
標
管
理
シ
ス
テ
ム
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
､
工
事
ご
と
に
プ

ロ
セ
ス
管
理
を

し
､
か
つ

｢工
事
成
績
評
定
｣
を
自
動
計 

...__
 三醍 蕊桝:Iニ設;: ど一･Tb;::::-.臣二言二

咽

水

会
)

毛'lよ:
J4-ll-

｢現場管理館プラス｣の画面

芦

ま
た
､
共
同
開
発
先
の
現
場
サ
ポ
ー
ト

さ
ん
の
電
子
納
品
管
理
シ
ス
テ
ム

管
理
館 

｣
と
の
連
携
で
､
電
子
納
品

E
X


さ
れ
た
過
去
の
図
面
や
打
ち
合
わ
せ
簿
､

写
真
な
ど
工
事
資
料
を
欲
し
い
と
き
に

い
つ
で
も
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

こ
ろ
ま

で
発
展
可
能
な

シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
運
用

は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
､
I
T
を
駆
使
し
た
遠
隔
サ
ポ
ー
ト
や

公
共 

事
晶
質
確
保
法
の
認
定
資
格
者

t

を
多
数
抱
え
る
当
社
の

｢
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
｣

と
合
わ
せ
る
こ
と
で
､
確
実
な
運

用
を
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ハ
ー
ド
の
み
な
ら
ず
､
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
と
い
う
ソ
フ
ト
と
の
組
み
合
わ
せ

を
で
き
る
こ
と
と
'
電
子
納
品
代
行
の
受

注
で
全
国
の
建
設
会
社
に
対
し
て
認
知

度
が
高
い
と
い
-
の
が
当
社
の
強
み
で

(二3115
 
鹿児島市下荒田三丁目4 6 
T :099- 13 F :099

3-
AX316-20EL

株式会社 インターウエーブ

代表取締役 倉橋 利一

算
す
る
シ
ス
テ
ム
､
技
術
の
伝
承
を
デ

ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い

こ

と
に
私
た
ち
は
着
目
し
'
他
社
に
先
駆
け

て
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
を
開
発
し
ま
し
た
｡

私
た
ち
は
､
現
在
､
数
多
く
の

｢工
事

成
績
ア
ッ
プ

･
技
術
提
案
書
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
支
援
｣
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
､
更
に
､
こ
の

｢現
場
管
理

館
p
l
us｣
を
販
売

･
サ
ポ
ー
ト
､
活
用
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
､
公
共
工
事

を
受
注
す
る
企
業
の

｢工
事
成
績
ア
ッ

プ
｣
の
支
援
を
行
い
ま
す
｡

当
社
の
製
品
は
､
工
事
成
績
ア
ッ
プ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行

っ
て
い
く
中

で
､
弊
社
技
術
顧
問
の
プ
ロ
セ
ス
管
理
を

形
に
し
た
も
の
で
､
あ
く
ま
で
実
務
的
に

な
っ
て
い
ま
す
｡
目
標
管
理
に
お
い
て
3

つ
の
指
標
と 
6
つ
の
行
動
目
標
に
よ
る

目
標
管
理
手
法
は
独
自
の
も
の
で
､
こ
の

考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
特
許
出
願
を
行

っ

て
い
ま
す
｡

･
感
想 
)

p 
/p
jwaveco. .
jwaveco. .

i-

す
｡(

発
表
後

の
成
果

(
今
後

の
展
望 
)

シ

ェ
ア 

す
｡ 多

く
の
金
融
機
関
か
ら
今
後
の
戦
略

に

つ
い
て
聞
か
れ
､
資
金
調
達
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
傾
き
ま
し
た
｡
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
企
業
か
ら
提
携
の
お
話
を

頂
い
て
お
り
ま
す
｡ 

httソ/www 
@
ト.

kural:ima
p

E-

早
期
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
日
本
全
国

に
広
げ
て
､
こ
の
分
野
に
お
い
て
全
国

N 
O

を
取
り
た
い
と
思
い
ま

発表する倉橋社長

｢現
場

S情報KlC May2011 
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お
ホームページアドバイザー支援事例

社 名 ニームかごしま

代表者 三宅 正修

981-2-1-

i

来
の
た
め
に 

人
で
も
多
く
の
方

々
に

役
立
ち
情
報

捷
企
業
紹

介
大

の
た
め
､
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ 

(以
下

｢
H
P
｣
と
表

記
)
を
開

設
す
る
事
に

し
ま
し
た 
O

業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま

し
た
が
､
制
作
費
用
を
削
減
す

る
た

め
､
制
作
方
法
の
勉
強
を
し
な
が
ら
自

主
制
作
す
る
事
を
選
択
し
ま
し
た
｡

当
初
は
､
知
人
か
ら
薦
め
ら
れ
た
無

料
の
H
p
作
成
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
制

作
し
ま
し
た
が
､
満
足
の
い
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡ 

◆
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

へ

制
作
支
援
の
依
頼

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で 
H 

バ
イ
ス
を
求
め
ま
し
た
｡ 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
の
操
作

ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い
て 

に
写
真
を
設
置
し
て
も
表
示

H 
P

さ
れ
な
い
と
い
う
相
談
が
あ
り
､ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
､

写
真
の
設
置
場
所
に
誤

っ
た
記
述
を
発

見
し
､
正
し
い
表
記
方
法
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
リ
ン
ク 
(連
結
)
設
定

の
不
具

合

の
改
善
､

ロ
ー

ル
オ
ー
バ
ー
機
能 

(
マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ
が
上
に
き
た
画
像

を
変
化
す
る
よ
-
に
す
る
機
能
)
､
そ

の
他
､
見
栄
え
や
デ
ザ
イ
ン
性
を
向
上

さ
せ
る
よ
う
な
便
利
な
表
示
機
能
に

つ 
H
p


業務内容 ニーム製品販売

所在地 鹿児島市南郡元町22 11-

080
150 FAX 099
099 982-電 話 

m/
agoco

p
作
成
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い

k-

る
と
知

っ
た
三
宅
代
表
は
､ 
H
p
制
作

ソ
フ
ト
に

つ
い
て
相
談
を
行
い
ま
し

em
URL http: e//n

た
｡H

p


算
､
開
設
目
的
等
の
詳
細
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
､
複
数
の
H
p
制
作
用
ソ
フ

ト
を
紹
介
し
､
三
宅
代
表
は
最
終
的
に

､=

｢ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
｣
を
選
択

し
ま

し
た
｡

三
宅
代
表

は
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

ビ
ル

壬=

ダ
ー
を
購
入
し
､
入
門
講
習

会
を
受
講

-
J … 一弘.汐1 +i jF轟 

し
た
後 

･:r 声
JLIJJttLt●EL～OLT 

++ 

LL【-
_■■●■ 

′ ●●ヽ●▲■llt■J▼1■■ 
●■l■ 

ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
､
制
作

予

｢ニームかごしま｣のホームページ

◆
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
開
設
の
目
的
と

制
作
方
法
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
環
境
や
子
供
た
ち
の
未

｢
ニ
ー
ム
｣
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
い

た

い
と
､
三
宅
代
表
は
､
平
成 
22

年

に

｢
ニ
ー
ム
か
ご

し
ま
｣
を
起
業
､

｢
ニ
ー
ム
｣
の
知
名
度
向
上
と
販
路
拡

H
P
の
制
作
に
取
り
か
か
り

t 

ま
し
た
｡
し
か
し
､
実
際
に
始
め
て
み

る
と
､
操
作
方
法
に
つ
い
て
分
か
ら
な

い
点
が
多
数
あ
り
､
再
度
か
ご
し
ま
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ

ル
ダ
ー
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
の
ア
ド

-
■

qr
●▲●

l11
▼
Iこす■■ 

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
｡ 

◆携
帯
電
話
サ
イ
ト
の
開
設
に

つ
い
て 

H
P
へ
の
訪
問
者
が
､
パ
ソ

コ
ン
以

外
に
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
訪
問
し
て

も
ら
う
方
法
も
有
効
で
あ
る
事
を
説
明

し
､
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

ビ

ル
ダ

ー

に
備

わ

っ
て
い
る
､
携
帯
電
話
用
サ

イ
ト
の

制
作
方
法
に

つ
い
て
操
作
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
し
た
｡ 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
重
要
性
に
つ
い
て

更
に
､
H
P
の
更
新
作
業
時
に
､
記

事
､
素
材
等
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
頻
繁

に
行
う
事
の
重
要
性
に

つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
｡

制
作
､
更
新
過
程
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
場
合
に
､
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ

れ
ば
､
損
失
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
､

復
旧
が
容
易
に
な
り
ま
す
｡ 

◆
s
E
O
対
策
を
講
じ
る

ま
た
､
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
H
p

を
制
作
し
て
も
､
多
く
の
人
に 
H
P
を

訪
問
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
｡
そ
の
為
の
対
策

の

一
つ
と

し
て
､
ヤ
フ
ー
や
グ
ー
グ
ル
等

の
検
索

エ
ン
ジ

ン
で
､
上
位

表
示
を
目
指
す
､ 

s
E
O
対
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡

こ
の
s
E
O
対
策

の
重
要
性
に

つ
い

て
説
明
し
'
実
際
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ

Itt
It

卓_
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'J.･･内争

(連
結
)

し
た
｡

検索結果上位表示

定
に
つ
い
て
操
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し

アクセス解析

ま
た
､ 
H
P
で
買
い
物
し
た
い
と
い

う
要
望

･
意
見
も
多
数
あ
り
､
お
客
様

の
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
目
指
し
､
ネ

ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
発
行
等
を
行
い
た

い
と
の
こ
と
で

す
｡か

ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
'
よ
り

一
層
の
H
p
の
品
質
向
ヒ
の

為
に
'
事
業
展
開
に
合
わ
せ
､
継
続
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

ル
ダ

ー
に
備
わ

っ
て
い
る
S
E
O
対
策

機
能
に
つ
い
て
操
作
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
｡

さ
ら
に
､
s
E
O
対
策
の

一
つ
と
し

て
､
取
引
先

の
製
茶

工
場
､
食
品
会

社
､
ニ
ー
ム
輸
入
商
社
な
ど
の 

た
Q

る
事
を

す
｡

◆
ア
ク
セ
ス
解
析
に
つ
い
て 

H
P

へ
の
ア
ク
セ
ス
内
容
を
分
析
す

｢ア
ク
セ
ス
解
析
｣
と
い
い
ま

H
P
の
訪
問
数
及
び
何
ペ
ー
ジ
見

H
P
に

ニ
ー
ム
か
ご
し
ま
の 
H 

p

･･
ど
の
ペ
ー
ジ
が
人
気
が
あ
る
の
か
､

を
検
索
す
る
為
に
､
パ
ソ
コ
ン
や
携

･
訪
問
者
は
ど
こ
か
ら
ア
ク

セ
ス
し

を
張

っ
て
も
ら
う
よ
う
勧
め
ま

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
も
っ
と

活
用
し
ま
せ
ん
か
?

か
ご
し
ま
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
' 

P
へ
の
リ
ン
ク 

T

7
名
の 

･ 

等
の
専
門
家
が
､

I 

E
C

県
内
中
小
企
業
の
皆
様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
活
用
を
支
援
し
ま
す
｡ 

△7
号
か
ら
そ
の
支
援
事
例
を
連
載
い
た

し
ま
す
｡
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
､

ご
相
談
が

あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
｡ 

◆

連
絡
先

て
い
る
か
?

H 

ま
た
､
訪
問
者
が
自
分
の
見
た
い 

ま
た
は
不
人
気
な
の
か
?

て
来
た
の
か
?

帯
電
話
等
に
入
力
す
る
検
索
キ
ー
ワ
ー

ド
に

つ
い
て
対
策
を
講
じ
る

必
要

性

が
あ
る
事
を
説
明
し
､
キ
ー
ワ
ー
ド
設 

･
ど
の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索

･
売
り
上
げ
に
繋
が
る
検
索
キ

ー

0
9
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☆ホームページア ドバイザー紹介☆

ホームページの制作に関するア ドバイスを行う

ホームページア ドバイザーです｡どうぞお気軽

にご相談ください｡
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融 資 制 度 の 資 金 を 紹 介 し ま す !

本資金は国のセーフティネット保証制度に対応 した 資 金 です O

者として事業所( t こ旨平 Ur ニ仙 岩馴 ,洲

仁 一 ∴ '

毒 国のセ~フティネット保 証 制 度 に つ い て は ,県 の ホ ~ ム ペ - ジ を ご覧 くだ さい ohtt:ww.rfk g s i .ps n y-o oso oy s /o y uid xhmtp//w pe.a o hmaj/a gord /yk/u hih so /n e .t

高虫資 条 件 平成23年4月1日現在

融 資 限 度 額 運転資金 2.000万円 設備資金 3.000万円

利 率 1年以内 年1.9%
5年超7年以内 年2.3%

1年超 3年以内 年2.0%
7年超 10年以内 年2.7%

3年超5年以内 年2.1%

信 用 保 証 料 率 第 1号～第6号に該当する方

第 7号及び第8号に該当する方 

l年0-65%

JiF0-62%

融 資 期 間

償 還 方 法

保 証 人 . 担 保

運転資金 7年以内 (据置 24月以内) .設備資金 

毎月均等分割

保証機関の定めるところによる

10年以内 (据置36月以内)

取 扱 金 融 機 関 鹿児島銀行 ,南日本銀行 ,鹿児島信用金庫 .鹿児島相互信用金庫 ,奄美大島信用金庫 .
鹿児島興業信用組合,鹿児島県医師信用組合,奄美信用組合 .商工中金 ,
福岡銀行.肥後銀行,宮崎銀行,西日本シティ銀行,熊本ファミリー銀行,宮崎太陽銀行 
(県外に本店を有する金融機関については県内営業店に限る○)

借必 入要 申 請な 書 に類 ○信用保証委託申込書 ○県民税及び市町村民税の納税証明書
特定中小企業者認定書○○その他線 純 機関及び取扱金融機関が必要と認める書類 ｣ - 』

車 せん巨車司 [ 重 〕⑤保証 1④あ-芸芸芸芸芸芸芸芸霊宝 
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事 韓 Lt 』ti
如 J､企 業 鞄 j =

官主 L

よ か だ 壷 哀 感

県内の観光関連産業を支援します｡

融 資 対 象 者 県内で 1年以上事業を行っている中小企業者及び組合で,県内において
観光関連事業を営んでいるか参入を図ろうとするものであって,観光旅

行者の来訪の促進に必要な次のいずれかの施設の整備 (建物の新築 ･増

改築 ･改修,設備の導入または更新など)を行うもの

鵡 ① 宿泊輝 巧 ② 郷土料理の提供施設 嶺

亡し③ 地域特産物の販売施設 箇 ④ その他の観光に関す去廃 置 
1女

※ 融資を受けるには,対象事業認定書が必要です｡

認定申請については,県観光課観光企画係にお問い合わせください｡

融 資 条 件


平成 23年4月1日現在

融 賓 限度 額 運転資金.設備資金 1億5,000万円
(ただし,運転賃金は施設の整備に伴い必要となる経費に限る｡)

利 率 .0 1年超3年以内年2O/ 3年超5年以内年21/
1年以内年19̂  _O0 .0O
5年超7年以内年2.0 7 0 .% 0 変動金利3̂  年超1年以内年27 1年超

保 言正 料 率 .3̂ 年15%( 正年010～ .8 リスク考慮型信用保言料率による)

融 賓 期 間 ;運転資金 7年以内(据置24月以内)設備賃金 15年以内(据置36月以内)

償 還 方 法 毎月均等分割

連 帯 保 言正人 保証機関の定めるところによる

担 保 L保証機関の定めるところによる

書 j 言 鹿児島相互イ用組合取 扱 金 融 鹿鹿児児島島興業信用組合,銀行,南 E本銀行,鹿児島県医師イ鹿児島イ言用金庫,用組合,奄美イ言 言用金庫,奄美大島イ三用金庫,
機 関 て商工中金,福岡銀行,肥後銀行,宮崎銀行,西E]本シティ銀行,熊本プアミリ-銀行,

宮崎太陽銀行 (県外に本店を有する金融機関については県内営業店に限る○)

○観光かごしまよかとこ賃金対象事業認定書
借 入 申請 に ○イ ○県民税及び市町村民税の納税証明書必 要 な 書 類 言用保証委託申込書

融資の流れ 

- ご相談は最寄りの商工会議所 ･商工会等へどうぞ -
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I /′',-∵ /̀`壁 /'JJ/JI

鹿児島 TLOでは鹿児島大学 ･鹿児島高専 ･鹿屋体育大学の研究者の研究成果を企業の新規事業等へ

活用していただくために､産学宮連携や技術移転活動を行っています｡今回は鹿児島大学が出願し､

鹿児島TLOが移転活動を行っている下記発明を御紹介致します｡

【発明の名称】 力覚センサ

【出願人】 国立大学法人鹿児島大学

〔発明者】 鹿児島大学工学部教員

【出願番号】 持願 2005-138460
【出願E]】 平成 17年 5月 11日

【発明の概要】 剛性を低くしなくても感度を向上させることができ､好ましくは3軸方向における

感度を均等にすることができる力覚センサです｡

感 

～ / ｣ ･小型化も実現J∫r二二山鹿大との共同 
2 ニ ー

実験で使用したセンサの＼一一一､∠≧㌔究先募集q)J -① 18mm､I 外形寸法 

芦
高さ 18mm

株式会社鹿児島TLO 【htt:w wkl.oj/】p//w .toc.p
〒890-0065鹿児島市郡元 1-21-40 鹿児島大学産学連携推進機構棟 2階 
TE 9 -8 1 A 9 -8 -6 2 EMi no toc.pL O 92 41631FXO 92 413 -a一if@kl.oj
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InorltofrTa声n 
1	 平成 23年度下請振興事業のご案内

平成 23年度のビジネス支援課の事業概要を紹介しますので､積極的な御利用をお願いいたします｡

◆取引の紹介あっせん

仕事を ｢発注 したい｣･｢受注 したい｣企業の希望条件 (設備 ･技術力等)に見合った取引先の紹介や各県

支援機関との連携による広域的な紹介あっせんを行います｡

<取引あっせんのしくみ>

①まず､企業の概要を当センターに登録してください｡

②各企業からの申し出	 (受注 ･発注)により希望に応 じた企業の紹介 ･あっせんを行ないます｡ 

(県内企業の紹介をはじめ､県域を越えた企業紹介も行ないます｡)

③企業間折衝後､結果の報告をお願いします｡ 

(取引不成立の場合は､再度､企業紹介を行ないます｡)


センターへの登録及びあっせんなどは､全て無料です｡
 

≡ _:≒	 ≡_	 二十
◆専門調査員による情報の収集提供

発注情報及び企業動向の情報収集や提供のため､専門調査員による巡回訪問をさせて頂い

ております｡また､経営･技術等の諸問題についても､その解決に向けて適切なア ドバイス

をいたしますので､お気軽にご相談ください｡


主な業務 (1)発注案件の掘り起こし及び情報収集 
(2)県内進出企業の動向把握 
(3)新規取引開拓に関する情報提供 
(4)中小企業に対する高度な加工技術 ･設備 ･生産管理等に関する情報提供

◆下請かけこみ寺の設置

中小企業の取引上のさまざまな悩みや相談ごとに親身に対応します｡また､取引に係る紛

争を解決するため､裁判外紛争解決手続き (ADR)を用いて調停手続き等を行いますO


【受付場所及び時間】
 
(財)かごしま産業支援センター ビジネス支援課 099-219-1274
 
9 :00-12 :00 13 :00-17 :00 (土日 ･祝日 ･年末年始を除く)
 
※	 相談員は毎週､月 ･水 ･金曜日の勤務となります｡


相談を希望される方は事前に､ご連絡をお願いいたします｡


【お問合せ先】 (財)かごしま産業支援センタ- ビジネス支援課 
TEL:099-219-1274 FAX:099-219-1279 E-mai一:business@po.kriG.Or.jp
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専門調査員

新屋敷 辰美

下請かけこみ寺相談員
原口 慶輝



Information
 

2 r中小企業テクノフェア in九州 2011｣出展募集の御案内

｢中小企業テクノフェア in九州 2011｣は､ "ものづくり"に積極的に取り組む中小企業が､自ら培った技術力によ

る優秀な開発製品や技術を一堂に展示実演することによって､新たな販路開拓や需要創造のビジネスを創出することを

目的として開催されますCこの機会に､皆様のビジネスマッチングの場として大いに御活用いただきますようお願いい

たします｡

【開催概要】 【募集要項】

テーマ ｢活力ある"ものづくり"を目指して,挑戦と躍進 !｣ 基本小間 間口3mx奥行3m(サイドパネル2m)
会 期 平成 23年 10月12日(水)～14日(金)10･00-17.00 ×高さ27m(システムパネル使用)

会 場 西日本総合展示場･新館 出展料 各県中小企業支援機関

〒802-0001 北九州市小倉北区浅野3-8-1 登録企業 150,000円/小間

主 催 (財)西日本産業貿易コンベンション協会 非登録企業 180.000円/小間

協 力 九州各県支援センター(予定) 申込締切 平成23年6月30日(木)

後 援 九州経済産業局,九州･沖縄各県 出展説明会 平成23年8月予定

中小企業基盤整備機構 他 (予定)

◆お問い合わせ･出展申込先	 (財)西日本産業貿易コンベンション協会 (事業第二課 田中) 
TEL 093-511-6800 FAX･093-521-8845 

3 ｢モノづくりフェア2011｣出展募集の御案内

日刊工業新聞社では､変貌する時代のニーズにこたえるモノづくりを通して､産業と地域の発展に貢献すべく､九州発

の総合産業展 ｢モノづくりフェア 2011｣を開催 します｡本展示会を自社の優れた技術･製品の紹介とアイデアの提案､ま

た一層の発展にお役立ていただく場として､ご出展いただきますよう御案内申し上げます｡

【開催概要】

テ-マ ｢九州で発見,九mから発進｣

会 期 平成23年 10月26日(水)～28日(金)1000-17:00(最終日は16:00)
会 場 マリンメッセ福岡 〒812-0021 福同市博多区沖浜町7-1
主 催 日刊工業新聞社

【内 容】	 【基本小間及び出展料】

1.モノづくりコーナー ･Aタイプ 左記 1-4

九州自動車生産推進コーナー . 9 72. 間口297mX奥行27mX壁高2.m 
3. 2250次世代技術パビリオン	 6,0円/小間

4.アジアビジネスコーナー ･Bタイプ 左記2,5.6

5 中小企業支援機関コーナー 間口19mX奥行19mx m.8 .8 壁高27
6. 団体p コーナー	 5, 円/小間産学官連携･ R	 17500

◆お問い合わせ ･出展申込先	 日刊工業新聞社 西部支社業務部内 モノづくりフェア2011展示会事務局 
TEL 092-271-5715 FAX.092-271-5881 

4 新規登緑企業御紹介
当センターでは,下請取引のあっせんを実施するため､発注企業及び受注企業の登録を行っております｡新規に登録

の申込みがありましたので､御紹介いたします｡

◆発注企業

登録番号 企 業 名 所 在 地 資本金(万円) 従業員数(人) 業 種 主 要 製 品 等

登録番号 企 業 名 所 在 地 資本金(万円) 従業員数(人) 業 種 主 要 製 品 等 

J41003 (樵)一言工業 霧島市 1,000 35 道路貨物運送業 組付､運搬､設置 
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om	ilnfr.aton 
5	 コーディネーターの御紹介 (4月 1日付就任) 

4月 1日から中小企業の皆様の多様なニーズに対応 した各事業を円滑に遂行するため､ 3人の

コーディネーターが新たに就任いたしました｡よろしくおねがいします｡

コーディネーター コーディネーター コーディネーター

田中 博 税所 篤 有川 唱次

元三菱商事 (樵) 元NEC液晶テクノロゾ-(秩) 元JA鹿児島経済連

鹿児島支店長 〕 取締役工場長 〕 企画開発部考査役 〔	 〔

6 rあなたの起業を成功させるビジネスプラン策定セミナー｣開催の御案内

上野原ビジネスプラザでは､これから創業を予定されている方､創業間もない方や事業革新を

考えている方を対象に､ ｢あなたの起業を成功させるビジネスプラン策定セミナー ｣を開催 しま

す｡

■開催日時■	 (第 1回)平成 23年 7月 23日 (土)～ 24日 (目)
 
(第 2回)平成 23年 8月 27日 (土)～ 28日 (日)
 
9 :30-16 :30 (4日とも)
 
*2回とも同じ内容です｡

■開催場所■	 (財)かごしま産業支援センター 上野原ビジネスプラザ
 
(霧島市国分上野原テクノパーク 4番 30号)


■内 容■ ビジネスプランの策定方法

①創業の心構え ②融資制度 ③ビジネスプラン作成 ④プレゼンテーション

<講師>	 (秩)鹿児島地域経済研究所 くらしと経営の相談所所長

中小企業診断士 経営コンサルタント 切口 朝之 氏

講 演 〔実際の起業体験〕 (2回とも 2日目の 15:30-16:30です)

①どうして起業したか	 ②どうすれば会社を存続させられるか

<講師> (秩)現場サポー ト 代表取締役 福留 進一 氏

■受 講 料■ 無 料

■定 員■ 各 12名

■申込締切 ■	 (第 1回)平成 23年 7月 20日 (水)
 
(第 2回)平成 23年 8月 24日 (水)*定員になり次第締め切 ります.


■申込 ･問合せ先■
 
(財)かごしま産業支援センター 上野原ビジネスプラザ

霧島市国分上野原テクノパーク 4番 30号
 

E-mail:gyoumu@po.kric.or.jp
 
TEL :0995-45-3511 FAX :0995-48-5270
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上野原ビジネスプラザ ･インキュベータルームの御案内

当センターの上野原ビジネスプラザでは､起業家や新たな事業分野への展開を目指す中小企業の方々に､ 
42時間無料でインターネット接続サービスが利用できる快適で低廉な料金のインキュベータルームを用意
し､皆様の入居をお待ちしています｡

(平成23年5月1日現在 6室が空室)･インキュベータルーム 室 
積 : 25m

22
1111.-
152m.
3
面

月額使用料 : 円～1 円 
なお､創業 5年未満の企業については､使用料の減免があります｡

32196,4 3518, (敷金不要)

所 在 地 :霧島市国分上野原テクノパーク4-03

■問合せ先■ (財)かごしま産業支援センター 上野原ビジネスプラザ
〒899 
TEL:0995

134- 7 弄島市国分上野原テクノパーク 4-30 
FAX :09955113-54- 0725-84- pGO jr. .kipo r.@youmu:gIima-E

｢かごしま企業情報｣への掲載の御案内

:


い
･ 

てJ二■JIlt^II-HJt
r
T

■rjt●･
J

当センターでは､県内中小企業の情報発信の充実と検索等の Jかこし手企榊#㌫ 
利便性を図ることを目的に､当センターのホームページ上に

｢かごしま企業情報｣を構築 し､掲載企業の募集をしていま 

ITfL′tj札 
巧t
L
･
T
抑一J･ 
li+t

?.
蒜
T:
B
J


+O L 主Aも+UTM + l)ILH VW TIを入れ てTAI 

インターネットを使用しての登録 ･更新が可能で､登録企業
t約9 -- rrぷ1--

側の操作もしやすくなっています｡ ･Lユ=コか=】■ i己- ■■Z Eiii ■■Eiiユ-5=ELL 転 CtR前== 粥 コ-Ap一社でも多くの企業に掲載していただければビジネスチャン

スの拡大に繋がることが期待されます｡掲載料は無料ですの
で､お気軽に御登録ください｡ )軸心 Rm.dIqL -tlmJ

Uコ工● J UL▲暮 tW I力MJt J王1◆R■MW UL▲●
MrrJkMIDユu

ーロ LJttかJl岬JT･ l■ rtlJJrミ▲ロJ■■■hロけ.シ-

■問合せ先雷 (財)かごしま産業支援センター 情報支援課 
1TEL:099 5721-912 -FAX :099 9721-912 fnol inaE l:i p
ki jpo rcor. , .
@


センターホームページ ｢KISCネット21｣の御案内

センターのホームページを御覧になったことがありますか ?
こんなメニューがあります｡

⑳ 慧 題 蓋琴整 7-

･センター･関連機関からのお知らせ 隠I 翌 1,触
･ニーズ別に制度や業務相談窓口の紹介 aゝA" ∫J岬JJyJLLP. S CS患 者 I,藁 姦 ,---/-=! -

･センターの調査物･刊行物の紹介 触>J九■■▲▲■▲一
･ビジネスに役立つお勧めサイト など -邸l....-r 

ぜひ､御覧ください H URL:htt
 /pki jrcor. ../ww/:p

メール配信サービス ｢KISCNEWS｣の御案内

当センターでは､イベントや研修など各種のお役立ち

情報をEメールで無料配信するサービスを行っておりま

す｡配信を希望される方 (機関または個人)は､次の当セ
ンターホームページからお申し込みくださいO
お申込み先 URL : 
http://ww,kric.or.jp/publication/kiscnews/ 

)tmhtop.

■問合せ先 ■ 
(財)かごしま産業支援センター 情報支援課 

pj_kipo rcor. .@iscnewsk:Imag-E

情報KtSC 5月号 
発行者 :財団法人かごしま産業支援センター pki jpo rcor. . .@isck
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